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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】センサを外耳道に挿入することなく、ユーザに
とって利便性の高い状態で、ユーザの身体状態を最大限
活用し得る耳介装着型装置を提供する。
【解決手段】耳介装着型装置１は、耳介に装着されるも
のであって、耳介装着型装置１を装着しているユーザの
身体状態を検出する身体状態情報取得部３１と、ユーザ
の身体状態を推定する身体状態推定部３２と、ユーザの
身体状態に対応する機能を決定する機能決定部３３とを
備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　耳介に装着される耳介装着型装置であって、
　上記耳介装着型装置を装着しているユーザの身体状態を検出する検出手段と、
　上記検出手段が検出した上記ユーザの身体状態を示す身体状態情報に基づいて、上記ユ
ーザの身体状態を推定する身体状態推定手段と、
　上記身体状態推定手段が推定した内容を示す推定情報に基づいて、上記ユーザの身体状
態に対応する機能を決定する機能決定手段とを備えることを特徴とする耳介装着型装置。
【請求項２】
　上記検出手段は、上記ユーザの身体状態として、上記ユーザの耳甲介および耳垂のうち
少なくとも１つに係る状態を検出することを特徴とする請求項１に記載の耳介装着型装置
。
【請求項３】
　上記検出手段は、上記ユーザの身体状態として、上記ユーザの皮膚表面から放出される
ガスを検出し、
　上記身体状態推定手段は、上記検出手段が検出した情報に基づいて、ユーザの体調を推
定することを特徴とする請求項１または２に記載の耳介装着型装置。
【請求項４】
　上記機能決定手段は、上記ユーザの身体状態に対応する機能として、上記耳介装着型装
置を振動させる機能を決定することを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の
耳介装着型装置。
【請求項５】
　上記機能決定手段は、上記ユーザの身体状態に対応する機能として、上記耳介装着型装
置に備えられた液体格納部から液体を噴霧する機能を決定することを特徴とする請求項１
から４のいずれか１項に記載の耳介装着型装置。
【請求項６】
　上記ユーザの身体の振動、上記ユーザの体温、または太陽光により、上記耳介装着型装
置に備えられたバッテリーを充電する充電部を備えることを特徴とする請求項１から５の
いずれか１項に記載の耳介装着型装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、耳介に装着される耳介装着型装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、運動しているユーザの身体状態を測定するウェアラブル装置に関する技術が開発
されている。例えば、特許文献１には、光センサ部を備えた、外耳に装着される脈波セン
サに関する技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４‐６８７３３号公報（２０１４年４月２１日公開）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１では、光センサ部をユーザの外耳道に挿入して脈波を検出す
ることについてしか具体的な開示がされていない。脈波を外耳道から検出するとすれば、
ウェアラブル装置を長時間外耳道に装着することになり、不快感を覚えるユーザがいると
いう問題がある。また、特許文献１に示すようなウェアラブル装置によって測定されたユ
ーザの生体情報については、種々のサービスやアプリケーションに適用し得る可能性を有



(3) JP 2015-223437 A 2015.12.14

10

20

30

40

50

しているものの、従来技術においてはまだまだ十分に活用しきれていないという問題点が
ある。
【０００５】
　本発明は、上記の課題を解決するためになされたものであり、その目的は、センサを外
耳道に挿入することなく、ユーザにとって利便性の高い状態で、ユーザの身体状態を最大
限活用し得る耳介装着型装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の課題を解決するために、本発明の一態様に係る耳介装着型装置は、耳介に装着さ
れる耳介装着型装置であって、上記耳介装着型装置を装着しているユーザの身体状態を検
出する検出手段と、上記検出手段が検出した上記ユーザの身体状態を示す身体状態情報に
基づいて、上記ユーザの身体状態を推定する身体状態推定手段と、上記身体状態推定手段
が推定した内容を示す推定情報に基づいて、上記ユーザの身体状態に対応する機能を決定
する機能決定手段とを備えることを特徴とする。
【０００７】
　また、本発明の各態様に係る耳介装着型装置は、コンピュータによって実現してもよく
、この場合には、コンピュータを上記耳介装着型装置が備える各手段として動作させるこ
とにより上記耳介装着型装置をコンピュータにて実現させる耳介装着型装置の制御プログ
ラム、およびそれを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体も、本発明の範疇に入
る。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明に係る耳介装着型装置は、ユーザの耳介に装着されため、ユーザが不快感を覚え
ることなく、耳介装着装置を長時間装着することが可能となる。また、本発明に係る耳介
装着型装置は、検出手段により、ユーザの身体状態を多面的かつ的確に検出することがで
きる。このため、機能決定手段により決定される機能についても、検出手段により多面的
かつ的確に検出されたユーザの身体状態に応じて、バリエーション豊富でなおかつユーザ
の身体状態に的確に整合したものとできる。以上のことより、ユーザにとって利便性の高
い状態で多面的かつ的確に得られるユーザの身体状態を最大限活用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の一実施形態に係る耳介装着型装置の要部構成の一例を示すブロック図で
ある。
【図２】耳介の基本構造を示す模式図である。
【図３】（ａ）は、耳介装着型装置をユーザの耳垂に装着させた装着例を示す外観図であ
る。（ｂ）及び（ｃ）は、ユーザの耳垂に装着される耳介装着型装置の一例の外観を示す
概略図である。
【図４】（ａ）は、従来のイヤープロテクターをユーザの耳に装着せた装着例を示す外観
図である。（ｂ）は、耳介装着型装置をユーザの耳甲介に装着させた装着例を示す外観図
である。（ｃ）は、図４の（ｂ）に示す耳介装着型装置を耳甲介に固定していることを示
す概念図である。
【図５】（ａ）及び（ｂ）は、耳介装着型装置をユーザの耳介の後ろから掛けることによ
り装着させた装着例を示す外観図である。（ｃ）は、左右の耳介の装着される、対となる
耳介装着型装置の一例を示す図である。
【図６】（ａ）は、耳介装着型装置をユーザの耳介の一部に貫通させた孔に通すことによ
り装着させた装着例を示す外観図である。（ｂ）は、ユーザの耳に装着される耳介装着型
装置の一例の外観を示す概略図である。（ｃ）は、耳介の一部に貫通させる孔の部位に応
じた装身具の名称を示す概要図である。
【図７】耳介装着型装置をユーザの耳介を覆うことにより装着させた装着例を示す外観図
である。
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【図８】（ａ）は、耳介装着型装置をユーザの頭部及び耳介に装着させた装着例を示す外
観図である。（ｂ）は、耳介装着型装置をユーザの後頭部及び耳介に装着させた装着例を
示す外観図である。
【図９】イヤホン型の耳介装着型装置の一例の外観を示す概略図である。
【図１０】図１に示す耳介装着型装置が備えるバッテリーの一例の外観を示す概略図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施形態について、詳細に説明する。以下の特定の項目（実施形態）に
おける構成について、それが他の項目で説明されている構成と同じである場合は、説明を
省略する場合がある。また、説明の便宜上、各項目に示した部材と同一の機能を有する部
材については、同一の符号を付し、適宜その説明を省略する。
【００１１】
　〔実施形態１〕
　本発明の一実施形態に係る耳介装着型装置１をユーザの耳に装着させる装着例について
図２～図９を参照して以下に説明する。まず、耳介装着型装置１が装着される耳介の部位
について説明する。図２は耳介の基本構造を示す模式図である。図２に示すように、耳介
は、耳甲介、耳輪、耳輪脚、対耳輪、対耳輪上脚、対耳輪下脚、耳珠、及び耳垂（耳たぶ
）の部位に大別される。耳甲介は、耳介の中央部にある窪んだ部位であり、耳垂は、耳介
の下部にある垂れ下がった肉の部位である。
【００１２】
　（装着例１）
　図３の（ａ）は、耳介装着型装置１をユーザの耳垂に装着させた装着例を示す外観図で
ある。図３の（ａ）の矢印に示すように、耳装着型装置１は、耳垂の顔側（根元）から耳
輪に向かう方向に、耳垂を挟むようにして差し込まれる。耳垂に装着された耳介装着型装
置１は、耳垂にフィットしている。
【００１３】
　図３の（ｂ）及び（ｃ）は、ユーザの耳垂に装着される耳介装着型装置の一例の外観を
示す概略図である。図３の（ｂ）に示す耳介装着型装置１は、細長いＵ字型の形状であり
、一端に前方接触部１１、および他端に後方接触部１２を備える。耳介装着型装置１は、
前方接触部１１と、後方接触部１２を含む挟持部１３とで耳垂を挟持することによって、
耳介（耳垂）に固定される。前方接触部１１は、耳垂の表側と接触する部分であり、ユー
ザが耳介装着型装置１を装着した際に外観上目立つ場所にあるため、図３の（ｂ）に示す
ように種々の装飾が施されていてもよい。後方接触部１２は、挟持部１３の一部であり、
耳垂の裏側と接触する部分である。なお、後方接触部１２は、耳介装着装置１が耳垂に差
し込まれ易いように弓形の形状であってもよい。また、挟持部１３は、硬質素材（例えば
金属）で構成されてもよいし、弾性素材（例えばゴム）で構成されてもよい。
【００１４】
　図３の（ｃ）に示す耳介装着装置１において、前方接触部１１および後方接触部１２は
、円形状であってもよい。
【００１５】
　（装着例２）
　図４の（ａ）は、従来のイヤープロテクター１００をユーザの耳に装着せた装着例を示
す外観図である。イヤープロテクター１００がユーザの耳甲介に装着された際、イヤープ
ロテクター１００の一部（不図示）がユーザの外耳道に挿入され、イヤープロテクター１
００は外耳道と耳甲介（縦幅が例えば２．５４ｃｍ）によって固定される。図４の（ｂ）
は、耳介装着型装置をユーザの耳甲介に装着させた装着例を示す外観図である。図４の（
ｂ）に示す耳介装着型装置１は、ユーザの耳甲介を覆うようにして装着される。なお、ユ
ーザの外耳道には耳介装着型装置１の一部が挿入されていない。
【００１６】
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　図４の（ｃ）は、図４の（ｂ）に示す耳介装着型装置１を耳甲介に固定していることを
示す概念図である。図４の（ｃ）に示す耳介装着型装置１は、Ｕ字型の形状であり、前方
接触部１１と挟持部１３の一部である後方接触部１２とでユーザの耳介（耳甲介）挟むこ
とにより、ユーザの耳介に固定される。なお、前方接触部１１は、耳甲介を覆う形状であ
り、耳甲介の表側と接触する面を有する。後方接触部１２は、耳甲介の裏側に接触する面
を有する。なお、前方接触部１１と後方接触部１２との間にある挟持部１３の部位は、耳
介装着型装置１がユーザの耳甲介に装着され易いように、柔らかい素材（弾性素材）によ
って構成されてもよい。
【００１７】
　（装着例３）
　図５の（ａ）及び（ｂ）は、耳介装着型装置１をユーザの耳介に後ろから掛けることに
より装着させた装着例を示す外観図である。図５の（ａ）に示す耳介装着型装置１は、耳
掛け部１４及び耳介下部装飾部１５を備える。図５の（ａ）に示す耳掛け部１４は、耳介
の裏側の根元に沿う形状であり、耳掛け部１４の一端は、耳介の根元における耳輪付近に
ある。また、耳介下部装飾部１５は、耳介の下側に位置する部位にあり、装飾の長さは任
意の長さとする。耳掛け部１４および耳介下部装飾部１５において、ユーザが耳介装着型
装置１を装着した際に外観上目立つ場所にある部位は、図５の（ａ）に示すように種々の
装飾が施されていてもよい。
【００１８】
　図５の（ｂ）に示す耳介装着型装置１は、耳掛け部１４及び耳介全体装飾部１６を備え
る。図５の（ｂ）に示す耳掛け部１４は、耳介の裏側の根元に沿う形状であり、耳掛け部
１４の一端は耳輪脚の下方にあってもよい。また耳介全体装飾部１６は、耳介全体を覆う
ような形状であり、例えば、耳介の外周に沿ったモチーフがデザインされている。耳介全
体装飾部１６の下方にある一端は、耳垂と接している。また、耳掛け部１４および耳介全
体装飾部１６において、ユーザが耳介装着型装置１を装着した際に外観上目立つ場所にあ
る部位は、図５の（ｂ）に示すように種々の装飾が施されていてもよい。
【００１９】
　図５の（ｃ）は、左右の耳介の装着される、対となる耳介装着型装置の一例を示す図で
ある。図５の（ｃ）の右側に示す左耳用装置１ａは、図５の（ｂ）に示す耳介装着型装置
１であり、ユーザの左耳に装着される。図５の（ｃ）の左側に示す右耳用装置１ｂは、左
耳用装置１ａと対となって使用されるものであり、ユーザの右耳に装着される。右耳用装
置１ｂは、左耳用装置１ａと異なる形状であってもよく、例えば、耳掛け部１４を有して
おらず、ユーザの耳甲介の窪みに挿入されることにより固定されてもよい。また、ユーザ
が耳介装着型装置１を装着した際に外観上目立つ部位には、図５の（ｃ）に示すように種
々の装飾が施されていてもよい。
【００２０】
　（装着例４）
　図６の（ａ）は、耳介装着型装置１をユーザの耳介の一部に貫通させた孔に通すことに
より装着させた装着例を示す外観図である。図６の（ａ）に示す耳介装着型装置１は、貫
通部１７を備える。貫通部１７は、ユーザの耳介の一部（例えば耳垂）に貫通させた孔に
通される。貫通部１７を用いてユーザの耳介に装着された耳介装着型装置１は、ユーザの
耳介の下方に装飾部を設けていてもよい。当該装飾部の一端は、貫通部１７と接続するた
め、ユーザの耳介に固定され、当該装飾部の他端は、ユーザの耳介に固定されることがな
いため、ユーザの身体の動きに連動して揺れ動くことが可能である。
【００２１】
　図６の（ｂ）は、ユーザの耳に装着される耳介装着型装置１の一例の外観を示す概略図
である。図６の（ｂ）の左側に示す耳介装着型装置１は、ピアス型であり、ユーザに耳介
に孔を必要とするため、貫通部１７を備えている。また、図６の（ｂ）の右側に示す耳介
装着型装置１は、イヤリング型であり、ユーザの耳介に孔を必要としないため挟持部１８
を備えている。挟持部１８は、例えば、耳介の厚みに応じて可変可能はネジ等を有してお
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り、ネジを調節することによりユーザの耳介を挟持して、ユーザの耳介に装着させる。
【００２２】
　図６の（ｃ）は、耳介の一部に貫通させる孔の部位に応じた装身具Ａ～Ｊの名称を示す
概要図である。図６の（ｃ）に示すように、耳介に設けられた孔の部位に応じて、装身具
Ａ～Ｊの名称は異なる。例えば、装身具Ａの名称はへリックスであり、装身具Ａは耳輪上
部の孔に装着される。装身具Ｂの名称はインダストリアルであり、装身具Ｂは耳輪上部の
異なる２つの部位の孔に装着される。装身具Ｃの名称はルークまたはロックであり、装身
具Ｃは対耳輪下脚の孔に装着される。装身具Ｄの名称はダイスであり、装身具Ｄは耳輪脚
の孔に装着される。装身具Ｅの名称はトンガラスであり、装身具Ｅは耳珠の孔に装着され
る。装身具Ｆの名称はスナッグであり、装身具Ｆは対輪中央部の孔に装着される。装身具
Ｇの名称はコンカであり、装身具Ｇは耳甲介腔の孔に装着される。装身具Ｈの名称はアン
チトラガスであり、装身具Ｈは対珠の孔に装着される。装身具Ｉの名称はイヤーノブであ
り、装身具Ｉは耳垂の孔に装着される。装身具Ｊの名称はトライアングルであり、装身具
Ｊは三角窩の孔に装着される。ピアス型の耳介装着型装置１は、図６の（ｃ）に示す装身
具Ａ～Ｊのうちどの装身具であってもよい。
【００２３】
　（装着例５）
　図７は、耳介装着型装置１をユーザの耳介を覆うことにより装着させた装着例を示す外
観図である。図７に示す耳介装着型装置１は、袋状の形状となっており、耳垂以外の殆ど
の耳介の部位を覆うことによりユーザの耳介に固定される。
【００２４】
　（装着例６）
　図８の（ａ）は、耳介装着型装置１をユーザの頭部及び耳介に装着させた装着例を示す
外観図である。図８の（ａ）に示す耳介装着型装置１は、ヘッドホン型である。図８の（
ｂ）は、耳介装着型装置１をユーザの後頭部及び耳介に装着させた装着例を示す外観図で
ある。図８の（ｂ）に示す耳介装着型装置１は、骨伝導スピーカを備える。
【００２５】
　（装着例７）
　図９は、イヤホン型の耳介装着型装置１の一例の外観を示す概略図である。図９に示す
耳介装着型装置１は、ユーザの耳甲介の窪みに嵌めることにより固定されるインナーイヤ
ー型である。
【００２６】
　〔実施形態２〕
　本発明の一実施形態に係る耳介装着型装置１の要部構成について、図１を参照して以下
に説明する。図１は、本発明の一実施形態に係る耳介装着型装置１の要部構成の一例を示
すブロック図である。耳介装着型装置１は、入力部２、制御部３、出力部４、液体格納部
４６、通信部５、及び充電部７を備える。
【００２７】
　入力部２は、ユーザの身体状態を検出する各種センサを備える。例えば、入力部２は、
表皮計測部２１、ガスセンサ２２、体温計測部２３、脈波計測部２４、マイク２５及び加
速度センサ２６を備える。表皮計測部２１は、ユーザの耳介の皮膚の動きを計測するもの
であり、超音波距離センサ、光学式距離センサ、又はひずみセンサで構成される。ガスセ
ンサ２２は、ユーザの皮膚から放出される皮膚ガスを計測するものである。体温計測部２
３は、ユーザの耳介における体温を計測するものである。脈波計測部２４は、ユーザの脈
波を計測するものである。マイク２５は、ユーザの音声を入力するものである。加速度セ
ンサ２６は、ユーザの移動（身体運動）を計測するものである。
【００２８】
　入力部２を構成する各種センサは、ユーザの身体状態を検出できる部位であれば、耳介
装着型装置１のどの部位に備えられていてもよい。例えば、図４の（ｃ）に示す耳介装着
型装置１において、前方接触部１１には表皮計測部２１、体温計測部２３、脈波計測部２
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４及びマイク２５を備え、後方接触部１２には表皮計測部２１、体温計測部２３及び脈波
計測部２４を備え、挟持部１３にはガスセンサ２２及び加速度センサ２６を備える構成と
してもよい。また例えば、加速度センサ２６は、図６の（ａ）に示す耳介装着型装置１の
下部に備えられてもよい。
【００２９】
　制御部３は、身体状態情報取得部（検出手段）３１、身体状態推定部（身体状態推定手
段）３２、及び機能決定部（機能決定手段）３３を備える。身体状態情報取得部３１は、
入力部２が検出したユーザの身体状態を示す身体状態情報を、入力部２から取得するもの
である。身体状態推定部３２は、身体状態情報取得部３１が取得したユーザの身体状態を
示す身体状態情報に基づいて、ユーザの身体状態を推定するものである。機能決定部３３
は、身体状態推定部３２が推定した内容を示す推定情報に基づいて、ユーザの身体状態に
対応する機能を決定するものである。
【００３０】
　例えば、表皮計測部２１を構成する超音波センサが計測した超音波の音量、光学式セン
サが計測した反射光量、又はひずみセンサが計測した皮膚のひずみ量から、身体状態推定
部３２は、耳介装着型装置１とユーザとの距離の変化を算出し、ユーザの身体状態（例え
ば顔の表情）を推定する。また、例えば、ガスセンサ２２が計測した皮膚ガスの放出量か
ら、身体状態推定部３２はユーザの体調を推定する（例えば、糖尿病、過剰なダイエット
及び慢性肝炎の疑い）。また、加速度センサ２６が計測したユーザの加速度量から、身体
状態推定部３２は、ユーザの歩数を算出し（万歩計（登録商標）としての利用）、ユーザ
の運動状態の程度を推定する。
【００３１】
　出力部４は、機能決定部３３が決定する機能を実行するものである。例えば、出力部４
は、スピーカ４１、ＬＥＤ（発光ダイオード）４２、振動部４３、温熱部４４及び噴霧部
４５を備える。出力部４は、バリエーション豊富でなおかつユーザの身体状態に的確に整
合した機能をユーザに提供する。
【００３２】
　スピーカ４１は、機能決定部３３から通知された情報の内容を、音声に変換して、ユー
ザに伝達する。なお、スピーカ４１は骨伝導スピーカで構成されてもよい。また、スピー
カ４１は、通信部５が外部装置１０と通信して取得した情報（例えば、ラジオ、インター
ネットなど）、身体状態推定部３２によって推定されたユーザの現在の身体状態情報（健
康情報）などを音声によりユーザに伝達してもよい。
【００３３】
　ＬＥＤ４２は、可視光線または赤外線を出射するものである。
振動部４３は、機能決定部３３から通知された情報に従って、ユーザの耳介に所定の振動
を与えることにより、ユーザに情報を提供する。振動部４３は、例えば、形状記憶合金ま
たはモータなどにより構成される。形状記憶合金とは、通電すると自らの熱で記憶された
形状に戻る金属である。糸状の形状記憶合金に予め短い長さを記憶させておく。その糸状
の形状記憶合金の一端を固定し、他端をバネで引っ張った状態で、糸状の形状記憶合金に
冷却と加熱とを繰り返すことにより、振動させることができる。また、振動部４３は、所
定の耳つぼをマッサージする構成としてもよい。
【００３４】
　温熱部４４は、ユーザの耳介を温めるものである。例えば、温熱部４４は、電熱線また
はペルティエ素子により構成される。
【００３５】
　噴霧部４５は、液体格納部４６に格納された液体（例えば香水）をユーザの耳介付近に
噴霧させるものである。例えば、マイク２５に入力された音声が、香水を噴霧する内容を
示す場合、噴霧部４５は香水を噴霧し、ユーザの耳から香りを放出させる。噴霧部４５が
香水を噴霧した場合、温熱部４４はユーザの耳を温めてもよい。噴霧部４５によって噴霧
された香水は、ユーザの体温または温熱部４４により温められることにより、より強く香
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りを放出することができる。
【００３６】
　通信部５は、耳介装着型装置１と通信可能な外部装置１０との通信を行うものである。
外部装置１０は、スマートフォンまたはタブレットなどの携帯端末、サーバなどである。
耳介装着型装置１と外部装置１０との通信は、無線通信として、Bluetooth（登録商標）
などの近距離無線通信にて行われてもよいし、WiFi（登録商標、wireless fidelity）通
信、赤外線通信、音波などの既存の通信方式により行われてもよい。また、耳介装着型装
置１と外部装置１０との通信は、有線通信として、USB、RS-232C、LANなどを用いて行わ
れてもよい。
【００３７】
　バッテリー６は、耳介装着型装置１に備えられており、充電部７により充電される。な
お、バッテリー６は、商用電源などから充電される充電式電池であってもよい。充電部７
は、ユーザの身体の振動、ユーザの体温、太陽光、またはワイヤレス給電（例えば電磁誘
導）により、バッテリー６を充電する。充電部７の詳細については、図１０を用いて後述
する。
【００３８】
　〔実施形態３〕
　図１０は、図１に示す耳介装着型装置１が備えるバッテリーの一例の外観を示す概略図
である。例えば、図１０に示すように、耳介装着型装置１を装着したユーザの耳介の下方
には、バッテリー６が垂れ下がっている。このため、バッテリー６は、ユーザの身体の振
動（動き）に連動して振り子のように揺れる。充電部７は、この揺れによって電力を発生
させ、バッテリー６を充電する。
【００３９】
　また例えば、耳介装着型装置１は比較的大きいものであってもよい。大きいサイズにす
ることにより、バッテリー６の揺れを大きくすることができ、発電量が増加する。また、
大きいサイズにすることにより、太陽光を受光する面積が増加するため、太陽光による発
電量が増加する。
【００４０】
　また、例えば、充電部７は、耳介装着型装置１を装着したユーザの体温と、外気との温
度差によって電力を発生させ、バッテリー６を充電する。
【００４１】
　〔ソフトウェアによる実現例〕
　耳介装着型装置１の制御ブロック（特に制御部３）は、集積回路（ＩＣチップ）等に形
成された論理回路（ハードウェア）によって実現してもよいし、ＣＰＵ（Central Proces
sing Unit）を用いてソフトウェアによって実現してもよい。
【００４２】
　後者の場合、耳介装着型装置１は、各機能を実現するソフトウェアであるプログラムの
命令を実行するＣＰＵ、上記プログラムおよび各種データがコンピュータ（またはＣＰＵ
）で読み取り可能に記録されたＲＯＭ（Read Only Memory）または記憶装置（これらを「
記録媒体」と称する）、上記プログラムを展開するＲＡＭ（Random Access Memory）など
を備えている。そして、コンピュータ（またはＣＰＵ）が上記プログラムを上記記録媒体
から読み取って実行することにより、本発明の目的が達成される。上記記録媒体としては
、「一時的でない有形の媒体」、例えば、テープ、ディスク、カード、半導体メモリ、プ
ログラマブルな論理回路などを用いることができる。また、上記プログラムは、該プログ
ラムを伝送可能な任意の伝送媒体（通信ネットワークや放送波等）を介して上記コンピュ
ータに供給されてもよい。なお、本発明は、上記プログラムが電子的な伝送によって具現
化された、搬送波に埋め込まれたデータ信号の形態でも実現され得る。
【００４３】
　〔まとめ〕
　本発明の態様１に係る耳介装着型装置１は、耳介に装着される耳介装着型装置であって
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、上記耳介装着型装置を装着しているユーザの身体状態を検出する検出手段（身体状態情
報取得部３１）と、上記検出手段が検出した上記ユーザの身体状態を示す身体状態情報に
基づいて、上記ユーザの身体状態を推定する身体状態推定手段（身体状態推定部３２）と
、上記身体状態推定手段が推定した内容を示す推定情報に基づいて、上記ユーザの身体状
態に対応する機能を決定する機能決定手段（機能決定部３３）とを備えている。
【００４４】
　上記構成によれば、耳介装着型装置は、ユーザの耳介に装着されため、ユーザが不快感
を覚えることなく、耳介装着装置を長時間装着することが可能となる。また、耳介装着型
装置は、検出手段により、ユーザの身体状態を多面的かつ的確に検出することができる。
このため、機能決定手段により決定される機能についても、検出手段により多面的かつ的
確に検出されたユーザの身体状態に応じて、バリエーション豊富でなおかつユーザの身体
状態に的確に整合したものとできる。以上のことより、ユーザにとって利便性の高い状態
で多面的かつ的確に得られるユーザの身体状態を最大限活用することができる。
【００４５】
　本発明の態様２に係る耳介装着型装置は、上記態様１において、上記検出手段は、上記
ユーザの身体状態として、上記ユーザの耳甲介および耳垂のうち少なくとも１つに係る状
態を検出してもよい。
【００４６】
　上記構成によれば、検出手段が検出したユーザの耳甲介の状態から、身体状態推定手段
は、ユーザの身体状態としてユーザの顔の表情を推定することが可能となる。また、検出
手段が検出したユーザの耳垂の状態から、身体状態推定手段は、ユーザの身体状態として
ユーザの身体の動きを推定することが可能となる。それゆえ、機能決定手段が決定する機
能は、ユーザの身体状態に応じて、バリエーション豊富でなおかつユーザの身体状態に的
確に整合したものとできる。
【００４７】
　本発明の態様３に係る耳介装着型装置は、上記態様１または２において、上記検出手段
は、上記ユーザの身体状態として、上記ユーザの皮膚表面から放出されるガスを検出し、
　上記身体状態推定手段は、上記検出手段が検出した情報に基づいて、ユーザの体調を推
定してもよい。
【００４８】
　上記構成によれば、検出手段が検出したユーザの皮膚ガスから、身体状態推定手段はユ
ーザの身体状態として、ユーザの体調を推定することが可能となる。また、ユーザの疲労
の程度が高ければ、皮膚ガスは異臭を放つこともある。それゆえ、機能決定手段が決定す
る機能は、ユーザの身体状態に応じて、バリエーション豊富でなおかつユーザの身体状態
に的確に整合したものとできる。
【００４９】
　本発明の態様４に係る耳介装着型装置は、上記態様１から３のいずれか１態様において
、上記機能決定手段は、上記ユーザの身体状態に対応する機能として、上記耳介装着型装
置を振動させる機能を決定してもよい。
【００５０】
　上記構成によれば、ユーザの身体状態に応じて、振動によりユーザに通知し、ユーザに
注意を喚起することが可能となる。
【００５１】
　本発明の態様５に係る耳介装着型装置は、上記態様１から４のいずれか１態様において
、上記機能決定手段は、上記ユーザの身体状態に対応する機能として、上記耳介装着型装
置に備えられた液体格納部から液体を噴霧する機能を決定してもよい。
【００５２】
　上記構成によれば、ユーザの所望する場合に香水を噴霧する。このため、ユーザの手を
煩わせることなく、ユーザはどんな場所でもどんな時でも人目を気にすることなく、香水
を使用することが可能となる。また、上記態様３と上記態様５とを組み合わせることによ
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【００５３】
　本発明の態様６に係る耳介装着型装置は、上記態様１から５のいずれか１態様において
、上記ユーザの身体の振動、上記ユーザの体温、または太陽光により、上記耳介装着型装
置に備えられたバッテリーを充電する充電部を備えていてもよい。
【００５４】
　上記構成によれば、耳介装着型装置がユーザに装着されることにより、ユーザの手を煩
わせることなく、バッテリーを充電することが可能となる。このため、ユーザはバッテリ
ーの充電を気にすることなく、耳介装着型装置を継続して装着することが可能となる。
【００５５】
　〔付記事項〕
　本発明は上述した各実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の
変更が可能であり、異なる実施形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて
得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【００５６】
　本発明によれば、耳介装着型装置から得られるユーザの身体状態を最大限活用し、種々
のサービスに適用することが可能となる。例えば、ヘルスケアサービス、エンターテイン
メントサービス、および情報提供サービスに本発明を利用することができる。さらに、本
発明はこのようなサービス以外にも適用できる可能性を秘めており、産業上の利用可能性
は計り知れない。
【符号の説明】
【００５７】
　　１　耳介装着型装置
　　２　入力部
　２１　表皮計測部
　２２　ガスセンサ
　２３　体温計測部
　２４　脈波計測部
　２５　マイク
　２６　加速度センサ
　　３　制御部
　３１　身体状態情報取得部（検出手段）
　３２　身体状態推定部（身体状態推定手段）
　３３　機能決定部（機能決定手段）
　　４　出力部
　４１　スピーカ
　４２　ＬＥＤ
　４３　振動部
　４４　温熱部
　４５　噴霧部
　４６　液体格納部
　　５　通信部
　　６　バッテリー
　　７　充電部
　１０　外部装置
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种安装在外耳上的设备，该设备可以在不将传感
器插入耳道的情况下以高度便利的状态最大限度地利用用户的身体状
况。 解决方案：耳廓安装设备1将被佩戴在耳廓上，并包括身体状况信
息获取单元31，用于检测佩戴耳廓安装设备1的用户和用户的身体状
况。 功能确定单元33确定与用户的身体状况相对应的功能。 [选型图]图
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